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論　文　の　内　容　の　要　旨
　本論文の目的は，アフリカ南部に位置するジンバブエの首都ハラレに近いビンドゥーラ地区を対象として，




積 2245km2 で，大きく大農場（Large-scale commercial farm），共同社会地域（Communal Area），集落
（Settlement），新集落（Resettlement）に分れる。土地利用・被覆は 973 年，989 年，2000 年のランドサッ
ト・データを使い，教師付きと教師なし分類を交えたハイブリッド分類法を使って，農地，森林，疎林交じ
りの草地，集落，裸地，水域，の 6 項目に分類した。分類精度はいずれも 85％を上回っており，重ね合わ



















画あたりの面積も減少したのが顕著である。変化ポテンシャル図は 989 年，2000 年の土地利用・被覆図を










挟み経済政策が異なった 973-989 年，989-2000 年の 2 時期で解析したものである。土地利用・被覆は人
間の営みを直接反映しており，その変化はその地域の自然環境，社会経済環境，政府の政策，などさまざま
な要素を反映している。アフリカの国を対象として行なったこのような研究は，これからの自律的発展にとっ
て欠かせない重要な情報を提供する。特にアフリカの農村の土地利用・被覆をこのようにモデルを使って解
析した例は少なく，マルコフ・セル・オートマータを使った初めての研究である本論文は，アフリカの研究
に大きく寄与するものとして，高く評価できる。
　よって，著者は博士（生命共存科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
